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平成 20 年 10 月 31 日 

各     位 

会 社 名  ｼﾞｪｲ･ｴｽｺﾑﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 

代表者名  代表取締役会長兼社長 丁 廣鎮 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード３７７９） 

問合せ先 ＩＲ本部部長 福薗 雅士 
（電話 03－3507－6350） 

 

特別損益の発生並びに平成21年３月期第２四半期累計期間 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

この度、当社において、下記のとおり、特別損益が発生いたしますので、その概要をお知らせする
とともに、平成20年５月27日に公表しました平成21年３月期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）
の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 
 
１． 特別損益の発生及びその内容 

（1） 特別利益の発生及びその内容 

株式会社エスコム及び株式会社ウエルネスにおいて、一般債権残高の減少による貸倒引当金戻入額

約３百万円、ゴルフ会員権の返還による投資有価証券償還益約２百万円の合計約６百万円を特別利益

として計上いたします。 

（2） 特別損失の発生及びその内容 

株式会社ウエルネスが所有する滞留在庫につき、品質保持期限から外れた劣化商品群を商品廃棄損

として特別損失に約１百万円を計上いたします。 

 
２． 平成21年３月期連結業績予想の修正等 

（1） 第２四半期累計期間（平成20年４月１日～平成20年９月30日）       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 332 △ 52 △ 52 △ 52 

今回修正予想（Ｂ） 276 △ 90 △ 85 △ 80 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 56 △ 38 △ 33 △ 28 

増減率（％） △16.9 － － － 

（ご参考） 

前期実績（平成20年３月期中間） 
163 △137 △140 △136 

 

（2） 平成21年３月期通期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 1,544 △121 △121 △121 

今回修正予想（Ｂ） 1,488 △159 △154 △149 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 56 △ 38 △ 33 △ 28 

増減率（％） △3.6 － － － 

（ご参考） 

前期実績（平成20年３月期） 
326 △274 △275 △266 
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３． 修正の理由 

（1）第２四半期連結累計期間業績予想の修正理由 

当第２四半期連結累計期間は、ＴＶショッピング専門チャンネルの運営及び通信販売事業を営む株

式会社モール・オブ・ティーヴィーとの業務資本提携契約を締結し、新たに同社の株式を20％取得し

たことで持分法適用関連会社としたほか、化粧品等の理美容品関連商材を取り扱う株式会社ウエルネ

スの全株式を取得し連結子会社としたことにより前年同期と比較し大幅な増収となる見込みですが、

次のような理由により業績予想の修正をいたします。 

株式会社ウエルネスを当社グループの内部統制基準へ適合させるため、稟議制度の導入、取引条件

及び与信リスク管理、受発注業務の効率化を図るためのシステム化、社員教育等の統制環境の整備を

優先いたしました。その結果、当初予定通りに営業活動に注力する時間が十分取れなかったことから、

商事事業の売上高は、前回予想の155百万円から44百万円下回る111百万円となる見込みです。 

また、当社が保有する衛星放送コンテンツの映像素材を利用した進学塾との新規商材の開発及び販

売見込みが、関係者等との調整に時間を要し当初予定から遅れているため、衛星放送事業、教育事業

においても売上予想を若干下回る見込みです。 

これらの要因に伴い、前回発表した連結売上予想を332百万円から56百万円下回る276百万円に修正

いたします。 

営業利益においては、販売費及び一般管理費の削減に努めたものの、売上高が予想を下回ったこと

から、前回予想の△52百万円から△90百万円に、経常利益では営業外利益として持分法による投資利

益４百万円が発生したものの、営業利益の減少により前回予想△52百万円から△85百万円にそれぞれ

なる見込みです。また、前述１．に記載のとおり、特別利益約６百万円と特別損失約１百万円が新た

に発生することから、当期純利益が前回予想△52百万円から△80百万円となる見込みです。 

 

（2）通期連結業績予想の修正理由 

通期の連結業績予想は、第２四半期連結累計期間の予想との差異が発生したことから、当初連結売

上予想を1,544百万円から1,488百万円に修正いたします。 

この売上高の下方修正に伴い、営業利益を当初予想の△121百万円から△159百万円、経常利益を△

121百万円から△154百万円、また、当期純利益を当初予想の△121百万円から△149百万円にそれぞれ

修正いたします。 

 

４．個別業績予想について 

個別業績予想は、概ね計画通りに推移しており、平成20年５月９日付「平成21年３月期決算短信」

にて公表しました当初の業績予想に変更はありません。 

 

※ 業績予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づいて算出したものであり、実際の業績等は

今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

以 上 


